
（別紙３）

～ 7年　1月　15日

（対象者数） ８人 （回答者数） ６人

～ 7年　1月　15日

（対象者数） 6人 （回答者数） 4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

行事などは発信していないため、連絡帳の活用もしくはお便
りなどを検討中。

2

必要な支援の会議等に出席し情報共有を行っている。

3

保護者の相談には必ず応じている。定期的な面談を行ってい
る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

屋外に出なくてもできる活動の提案。

2

最短ルートを確認しながら送迎を組む。

3

事業所での行事はSNSなどで発信していく。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　EMIRIA（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和6年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

6年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　2月　14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域住民との交流はない。 事業所からの行事を行っていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

屋外活動をしていない。 屋外での活動スペースがない。

送迎時に事業所内の職員が減ってしまうこともある。 いろいろな送迎場所に行く為。

専門職による評価や指導員からの児童の聞き取り実施し、獲た
情報や児発管による支援も含め保護者に説明。そのうえで個別
支援計画の原案を作成している。
少人数での活動にすることでその子の課題がよりわかりやすく
なる。

HPやInstagramを利用し、活動の内容をわかりやすく発信し
ている。
個別での取り組みがしやすい環境設定。

法人内、外部などの研修を実施。
事例検討等も含め支援の向上を図っている。

活動の部屋を明確にしていることで子ども達の動きがわかりや
すい。

活動できる部屋を区切ることで集中できる空間を提供できてい
る。各部屋に専門職を配置し楽しみながら活動が出来るように
している。

子ども同士での遊びや交流できる場所を提供している。

事業所における自己評価総括表公表


